
中
国
の
　
「
自
然
村
」

1
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
の
地
縁
化
に
着
目
し
て

首
　
藤
　
明
　
和

一
自
然
村
考
察
の
現
代
的
意
義
－
理
念
型
と
し
て
の
自
然
村
か
ら

高
橋
明
善
は
、
日
本
に
お
け
る
自
然
村
概
念
の
使
用
に
つ
い
て
研
究
史
を
丹
念
に
整
理
し
た
上
で
　
（
高
橋
　
二
〇
〇
六
）

（
T
a
k
a
h
a
s
h
i
 
g
O
」
）
　
（
高
橋
二
〇
〇
九
）
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
自
然
村
に
か
か
わ
る
概
念
の
初
見
は
、
一
九
〇
七
（
明

治
四
〇
）
年
に
発
表
さ
れ
た
、
横
井
時
敬
の
論
文
「
町
村
の
合
併
を
非
と
す
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
自
然
町
村
」
と
「
政
治
的

町
村
」
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
自
然
村
概
念
そ
の
も
の
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
『
小
農

に
関
す
る
研
究
』
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
横
井
は
、
明
治
以
降
に
自
然
村
は
力
不
足
だ
と
さ
れ
、
町
村
合
併
を
通
じ
て
政
治
村
が
つ

く
ら
れ
た
が
、
本
当
の
自
治
の
単
位
は
人
格
的
団
体
で
あ
る
小
規
模
自
然
村
だ
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
柴
太
郎
は
、
一
九
三
三

（
昭
和
八
）
年
「
農
村
の
社
会
学
的
見
方
」
に
お
い
て
、
自
然
村
に
類
似
し
た
概
念
と
し
て
「
自
然
社
会
＝
部
落
」
を
用
い
、
そ
れ

が
有
す
る
「
自
律
的
な
精
神
＝
む
ら
の
ま
と
ま
り
＝
協
働
と
和
の
地
盤
」
の
重
要
性
を
説
い
た
・
．
一
鈴
木
の
主
張
の
背
景
に
は
、
当
時
、

農
村
更
正
運
動
の
最
中
に
あ
っ
て
、
全
国
の
農
村
計
画
が
行
政
町
村
を
計
画
区
域
と
し
て
い
た
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
　
（
高
橋

二
〇
〇
六
‥
二
－
三
）
。

鈴
木
柴
太
郎
が
、
本
格
的
に
自
然
村
を
概
念
化
し
た
の
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
『
農
村
社
会
学
原
理
』
　
で
あ
っ
た
　
（
高
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橋
二
〇
〇
六
‥
二
－
三
）
。
こ
こ
で
鈴
木
は
、
「
理
念
型
と
し
て
の
自
然
村
」
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
高
橋
明
善
は
次
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い
る
。
理
念
型
で
あ
る
自
然
村
の
概
念
は
、
「
厳
密
な
る
帰
納
法
及
び
演
繹
法
を
適
用
す
べ
き
」
実
態
概
念
で
は
な
く
、

M
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
流
に
い
え
ば
、
一
定
の
現
実
へ
の
深
い
洞
察
を
基
礎
に
、
文
化
的
価
値
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
た
、
現
実
測
定
の
た

め
の
主
観
的
構
成
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
村
と
は
、
現
実
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
理
念
型
で

は
、
絶
え
ず
概
念
の
明
確
化
が
志
向
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
理
念
型
と
現
実
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
ず
れ
に
対
し
て
、
一

定
の
価
値
視
点
か
ら
意
味
づ
け
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
「
自
然
に
形
成
さ
れ
た
村
が
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
素
朴

実
証
主
義
に
よ
る
批
判
は
、
自
然
村
の
概
念
性
質
を
理
解
す
れ
ば
、
当
然
斥
け
ら
れ
る
類
の
も
の
で
あ
る
（
高
橋
二
〇
〇
九
）
。

こ
の
よ
う
な
自
然
村
概
念
を
用
い
て
村
落
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
文
化
的
意
義
は
何
だ
ろ
う
か
。
と
く
に

中
国
村
落
に
関
し
て
、
高
橋
明
善
や
、
「
中
国
村
落
の
社
会
生
活
」
（
一
九
四
七
）
　
に
て
中
国
農
村
研
究
で
初
め
て
自
然
村
概
念
を
用

い
た
福
武
直
（
高
橋
二
〇
〇
六
‥
二
）
　
の
所
論
（
福
武
一
九
四
六
＝
一
九
七
六
）
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
次
の
二
点
を
あ
げ

て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
共
同
性
を
通
じ
た
自
律
的
自
治
の
担
い
手
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。
戦
時
中
に
華
北
で
実
施
さ
れ
た
「
中
国
農
村
慣
行

調
査
」
を
踏
ま
え
て
、
平
野
義
太
郎
は
、
官
製
組
織
で
あ
る
保
甲
と
は
別
に
、
村
の
公
会
や
廟
が
自
律
的
自
治
を
担
っ
て
お
り
、
村

の
生
活
全
般
に
わ
た
る
共
同
性
が
存
在
す
る
と
主
張
し
た
。
一
方
、
戒
能
通
孝
は
、
村
の
公
会
は
官
へ
の
窓
口
で
あ
る
と
と
も
に
村

民
に
対
す
る
支
配
団
体
に
過
ぎ
ず
、
村
の
境
界
が
な
い
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
村
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
共
同
性
は
存
在
し
な
い
と

主
張
し
た
。
こ
の
有
名
な
平
野
・
戒
能
論
争
に
つ
い
て
は
旗
田
兢
（
一
九
七
三
）
　
に
詳
し
い
。
中
国
農
村
の
共
同
性
や
自
治
を
ど
の

よ
う
に
認
識
す
る
か
は
、
学
術
的
な
関
心
に
留
ま
ら
ず
、
現
実
に
農
村
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
解

放
後
、
中
国
農
村
は
互
助
組
、
初
級
合
作
社
、
高
級
合
作
社
を
経
て
人
民
公
社
が
設
立
さ
れ
農
業
の
大
規
模
集
団
化
が
進
め
ら
れ
た
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が
、
政
治
権
力
に
よ
る
上
か
ら
の
一
律
的
な
農
村
社
会
の
再
編
は
、
住
民
生
活
に
お
け
る
共
同
性
の
基
盤
と
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、

そ
の
結
果
、
大
躍
進
期
（
一
九
五
八
1
六
一
年
）
　
に
は
多
数
の
餓
死
者
を
生
み
出
し
た
。
一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
後
、
家
庭
生
産

責
任
制
が
導
入
さ
れ
農
業
集
団
化
は
衰
退
し
た
が
、
そ
の
後
、
農
業
・
農
村
・
農
民
の
生
産
と
再
生
産
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
問
題
、

い
わ
ゆ
る
「
三
農
問
題
」
が
深
刻
化
し
、
二
一
世
紀
に
は
、
そ
の
対
処
策
と
し
て
、
工
業
発
展
と
の
相
補
的
な
関
係
を
目
指
し
た
新

農
村
建
設
運
動
が
本
格
化
し
た
。
こ
こ
で
肝
要
な
の
は
、
村
の
共
同
性
と
自
律
的
自
治
を
引
き
出
し
後
押
し
す
る
政
策
の
実
施
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
国
の
自
然
村
と
は
何
な
の
か
を
改
め
て
問
う
必
要
が
あ
る
。
歴
史
的
に
行
政
の
粗
放
性
に
よ
っ
て
自
力
更

生
を
強
い
ら
れ
て
き
た
中
国
農
村
住
民
に
と
っ
て
は
、
生
活
を
支
え
る
自
然
村
が
為
政
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
把
捉
さ
れ
政
策
が

実
施
さ
れ
る
か
は
、
死
活
問
題
で
さ
え
あ
る
。

第
二
に
、
共
同
性
や
自
治
を
下
支
え
す
る
論
理
や
形
態
の
歴
史
的
個
性
の
理
解
で
あ
る
。
自
然
村
を
比
較
研
究
の
焦
点
に
据
え
る

こ
と
で
、
ア
ジ
ア
や
西
洋
の
共
同
性
や
自
治
に
み
る
特
殊
と
普
遍
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
社
会
に
て
人
び
と
が
参
照
で
き
る
よ
う
な

社
会
的
連
帯
の
モ
デ
ル
を
構
想
す
る
。

以
下
で
は
、
香
港
斯
界
農
村
の
事
例
か
ら
、
中
国
の
自
然
村
概
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

二
　
中
国
・
自
然
村
の
共
同
性
－
香
港
新
界
農
村
西
貢
社
会
圏
の
客
家
村
落
を
事
例
と
し
て

（
1
）
香
港
斯
界
農
村
西
京
社
会
圏

一
九
九
六
年
、
筆
者
は
中
国
返
還
を
翌
年
に
控
え
た
香
港
斯
界
東
都
の
西
京
地
区
に
あ
る
客
家
村
落
を
訝
査
し
　
（
首
藤
一
九
九

七
（
首
藤
一
九
九
八
）
、
二
〇
〇
八
年
に
は
再
訪
の
機
会
を
得
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
中
国
東
北
地
方
の

村
落
調
査
も
続
け
て
い
る
（
首
藤
二
〇
〇
三
）
。
自
然
村
概
念
を
明
確
化
し
て
い
く
上
で
は
、
村
落
の
共
同
性
が
地
域
団
体
的
な
永
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続
性
を
も
っ
て
現
れ
る
華
南
村
落
の
は
う
が
、
流
動
的
な
人
的
結
合
の
な
か
か
ら
契
機
に
応
じ
て
共
同
性
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
な
東

方
地
方
の
村
落
よ
り
も
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
香
港
農
村
部
は
、
大
陸
農
村
部
と
異
な
り
、
共
産
党
に
よ
る
土
地
改
革
や
農
業
集
団

化
を
経
験
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
然
村
を
考
察
す
る
上
で
は
恰
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
る
。

こ
の
西
貢
地
区
の
歴
史
的
原
型
は
、
福
武
直
の
「
町
村
共
同
体
」
概
念
に
よ
れ
ば
　
（
福
武
一
九
四
六
＝
一
九
七
六
‥
二
六
〇
－

二
六
二
）
、
中
心
地
機
能
を
果
た
す
鏡
と
し
て
の
西
京
を
核
と
し
た
社
会
圏
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
W
．
ス
キ
ナ
ー
の
「
標
準
市

場
圏
」
（
m
a
r
k
e
t
i
n
g
 
c
O
m
m
u
n
i
t
y
）
　
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
　
（
鎮
）
　
で
あ
る
西
貢
を
中
心
に
、
一
八
前
後
の

村
落
（
自
然
村
）
よ
り
構
成
さ
れ
る
社
会
圏
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
（
S
k
i
n
n
e
㍗
－
宗
A
＝
－
票
の
‥
∞
－
巴
）
。

こ
の
西
貢
社
会
圏
に
関
し
て
、
西
京
特
刊
工
作
委
員
全
編
『
西
京
』
（
一
九
八
三
）
か
ら
み
て
み
よ
う
。

西
貢
は
香
港
の
東
の
辺
地
に
位
置
し
、
斯
界
地
域
で
最
も
大
き
な
地
区
で
あ
る
。
遠
く
は
明
末
清
初
に
お
い
て
、
既
に
西
貢

お
よ
び
坑
口
半
島
一
帯
は
、
南
中
国
海
へ
と
至
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
、
漁
船
の
湾
泊
に
理
想
的
な
港
と
し
て
発
展
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
西
貢
の
村
落
の
な
か
に
は
、
清
朝
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
清
朝
嘉
慶
期
（
引
用

者
注
二
九
七
六
－
一
八
二
〇
年
）
　
に
再
編
さ
れ
た
『
新
安
県
志
』
巻
二
地
略
に
掲
載
の
市
場
町
（
墟
市
）
一
覧
を
み
る
と
、

現
在
も
な
お
存
在
す
る
西
京
郷
村
（
引
用
者
注
‥
西
責
社
会
圏
の
意
味
に
相
当
す
る
）
　
の
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
残
念

な
こ
と
に
記
載
は
簡
略
で
あ
っ
て
、
た
だ
村
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
や
事
跡
は
わ
か
ら
な
い
。

（
引
用
者
注
‥
村
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
村
と
し
て
、
記
載
が
あ
る
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
）

県
丞
（
知
県
の
補
佐
役
あ
る
い
は
副
知
県
）
　
の
管
轄
に
あ
る
村
‥
《
堕
田
村
》

官
富
司
の
管
轄
に
あ
る
村
‥
《
蝮
桶
》
、
《
大
浪
村
》
、
沙
角
尾
、
《
北
港
村
》
、
《
北
澤
村
》
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官
富
司
の
管
轄
に
あ
る
客
籍
（
客
家
）
　
の
村
‥
井
欄
樹
、
上
洋
、
馬
油
塘
、
《
大
脳
》
、
孟
公
屋
、
沙
角
尾
、
横
榔
湾
、

欄
湾
、
《
早
禾
坑
》

（
西
貢
特
刊
工
作
委
員
会
編
一
九
八
三
‥
六
）

「
県
丞
」
　
（
県
の
副
知
事
級
の
官
吏
）
　
が
直
接
、
蛭
田
村
　
（
塩
田
村
）
　
を
支
配
し
た
と
あ
る
よ
う
に
、
新
界
地
区
の
製
塩
の
歴
史

や
、
為
政
者
に
よ
る
支
配
の
歴
史
は
古
い
。
梁
贋
漠
　
（
一
九
八
〇
）
　
に
よ
れ
ば
、
漢
の
武
帝
の
時
代
、
塩
鉄
の
官
責
政
策
が
行
な
わ

れ
、
塩
の
生
産
は
県
の
塩
官
（
官
富
司
）
　
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
斯
界
地
区
は
香
港
、
九
龍
と
と
も
に
番
謁
県
塩
官
の
管
轄
下
に

あ
っ
た
。
宋
時
代
に
は
、
九
龍
湾
西
北
地
区
に
　
「
官
富
城
」
　
（
南
宋
広
東
の
一
三
の
塩
場
の
ひ
と
つ
）
　
が
設
置
さ
れ
、
塩
官
と
兵
が

常
駐
し
た
。
筆
者
の
調
査
地
で
あ
る
南
国
の
村
民
も
塩
の
販
売
を
お
こ
な
っ
た
九
龍
城
貫
柄
遠
道
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
こ
の
　
「
官
吉

城
」
　
の
設
置
と
と
も
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
た
　
（
首
藤
一
九
九
八
‥
一
四
〇
）
。

地
誌
『
西
京
』
　
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
三
年
当
時
の
西
貢
社
会
圏
は
、
人
口
三
六
二
〇
〇
人
、
面
積
七
八
平
方
加
、
以
下
の
よ
う
に

「
行
政
村
」
と
「
自
然
村
」
と
を
分
類
し
て
、
西
貢
社
会
圏
の
村
落
を
紹
介
し
て
い
る
。
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行
政
村
‥南山
、
糧
船
湾
水
上
、
《
早
禾
坑
》
、
司
洲
、
刺
南
刻
、
対
嘲
、
大
渉
仔
《
大
浪
》
、
龍
尾
、
《
蝮
涌
》
、
渕
困
、

黄
掠
地
、
黄
竹
山
、
山
剥
、
対
網
珊
相
、
封
海
、
北
港
鋤
、
《
大
脳
》
、
召
現
、
萬
宜
湾
、
襖
朗
、
測
刊
、
《
臨
血
田
村
》
、

副
職
、
打
境
域
、
嘲
蘭
、
鋭
紺
醐
坑
、
弛
叫
、
沼
西
新
村
、
拗
頭
、
沙
岨
、
剤
固
、
萄
坑
、
劇
周
召
、
葡
萄
嘲
、
圃
竹
、

白
沙
湾
西
村
、
割
Y
l
、
弛
圃
欄
、
漁
民
、
割
団
筒
、
刻
過
刻
、
泳
俳
、
剖
嘲
、
北
国
l
、
利
剣
、
脚
魚
湖
、
街
坊
、
崖
場
、



憩
園
、
咽
頭
、
捌
刑
、
刻
成
、
昂
高
、
《
北
澤
村
》
、
《
北
港
村
》
、
割
瑚
相
、
珊
瑚
、
困
潤
、
湘
南
欄
、
割
付
嘲
、

斬
竹
嘲

自
然
村
‥劃欄
闇
、
捌
覇
、
珊
瑚
、
剤
園
、
謝
風
お
よ
び
痢
鐘
、
《
大
浪
》
　
（
林
崖
を
含
む
）
、
劇
欄
召
、
捌
欄
、
．
困
嘲
、
襖
頭
、

割
珊
凋
、
刻
綱
相
、
《
蝮
涌
》
、
璃
固
、
沙
下
、
北
刊
、
黄
掠
地
、
大
輔
仔
、
矧
成
、
刺
割
矧
、
酬
矧
矧
、
《
北
港
村
》
、

割
萄
嘲
、
刻
魂
、
剰
刊
、
嘲
副
、
山
到
、
北
港
輿
黄
宜
（
泥
洲
）
、
水
石
、
萬
宜
湾
（
矧
矧
）
、
《
早
禾
坑
》
、
咽

頭
、
副
職
、
《
堕
田
村
》
、
鋭
錮
功
、
魂
避
割
、
剤
城
、
召
現
、
《
北
澤
村
》
、
大
蛇
湾
、
紺
魚
湖
、
割
判
、
尾
場
、

打
嘲
劇
、
北
画
渦
、
上
客
－
弛
圃
欄
、
斬
竹
湾
、
南
山
、
利
剣
、
刻
南
朝
、
弛
園
、
封
面
－
海
蕉
襲
、
《
大
脳
》
、
圏

固
、
斧
頭
盆
、
黄
掠
仔

（
西
貢
特
刊
工
作
委
員
全
編
一
九
八
三
‥
七
六
）

（注）
・
一
九
八
三
年
当
時
、
西
貢
社
会
圏
に
は
、
七
一
の
村
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
。

・
《
　
》
は
清
朝
嘉
慶
期
『
新
安
県
志
』
、
行
政
村
、
自
然
村
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
村
（
七
か
村
）
。

は
、
行
政
村
と
自
然
村
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
村
（
三
六
か
村
）
。

は
、
清
朝
嘉
慶
期
『
新
安
県
志
』
と
自
然
村
に
記
載
さ
れ
て
い
る
村
（
二
か
村
）
。

・
記
号
が
付
し
て
い
な
い
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
清
朝
嘉
慶
期
『
新
安
県
志
』
、
行
政
村
、
自
然
村
の
み
に
記
載
が
あ
る
村
（
二
六
か
村
）
。

・
な
お
、
清
朝
嘉
慶
期
『
新
安
県
志
』
に
記
載
が
あ
る
村
で
、
一
九
八
三
年
当
時
で
西
貢
の
社
会
圏
に
含
ま
れ
て
い
な
い
村
の
ほ
と
　
ん

ど
は
、
西
貢
社
会
圏
に
隣
接
す
る
坑
口
社
会
圏
の
行
政
村
お
よ
び
自
然
村
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（
西
貢
特
別
工
作
委
員
全
編
一
九
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八
三
‥
七
七
）
。

（
2
）
香
港
新
界
農
村
に
お
け
る
行
政
村
　
－
　
郷
事
委
員
会
の
構
成
単
位
と
し
て

一
九
八
三
年
当
時
、
『
西
京
』
に
よ
れ
ば
、
西
京
社
会
圏
に
は
七
一
の
村
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
行
政
村
と
自
然
村
が
一
体
と

な
っ
た
も
の
、
行
政
村
だ
け
の
も
の
、
自
然
村
だ
け
の
も
の
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
。
行
政
村
と
自
然
村
の
弁
別
基
準
は

何
な
の
か
、
残
念
な
が
ら
『
西
京
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
他
の
先
行
研
究
や
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
当
地
方
に
お

け
る
行
政
村
と
自
然
村
の
あ
り
方
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

拙
稿
（
首
藤
一
九
九
八
二
四
二
－
一
四
三
）
　
で
も
述
べ
た
が
、
香
港
斯
界
租
借
後
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
は
、
住
民
統
治

の
基
本
的
行
政
単
位
と
し
て
、
中
国
農
村
の
伝
統
的
な
社
会
単
位
で
あ
る
郷
レ
ベ
ル
の
社
会
圏
を
踏
襲
し
た
。
今
日
、
こ
れ
ら
の
郷

レ
ベ
ル
の
社
会
単
位
は
、
「
郷
事
委
員
会
」
に
組
織
さ
れ
て
い
る
　
（
瀬
川
一
九
九
一
‥
七
五
）
。
西
京
の
郷
事
委
員
会
の
形
成
過
程

は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
日
本
軍
占
領
時
期
に
、
西
京
に
「
区
役
所
」
が
設
置
さ
れ
、
村
長
の
任
命
制
が
お
こ

な
わ
れ
た
　
（
句
a
u
r
e
－
霊
山
‥
－
∞
∞
－
－
巴
）
。
戦
後
、
区
政
所
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
村
代
表
制
は
村
民
に
よ
る
直
接
選
挙
の
形
態
を

取
っ
て
植
民
地
政
府
に
継
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
村
の
村
代
表
か
ら
な
る
「
西
貢
区
自
治
委
員
会
」
が
一
九
四
七
年
に
結
成
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
「
自
治
」
と
い
う
名
称
に
植
民
地
政
府
が
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
六
三
年
に
は
「
西
京
郷
事

委
員
会
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
　
（
西
京
区
議
全
編
一
九
九
五
二
一
）
。

西
貢
郷
事
委
員
会
の
構
成
員
は
、
佃
西
貢
政
務
所
の
管
轄
す
る
西
京
郷
村
の
村
代
表
、
㈲
西
京
政
務
所
の
承
認
を
得
た
西
頁
マ
ー

ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
　
（
引
用
者
注
‥
西
貢
社
会
圏
の
中
心
地
機
能
を
果
た
す
西
貢
「
鎮
」
の
こ
と
）
街
坊
の
代
表
者
二
一
名
、
㈱
西
貢
政

務
所
の
承
認
を
得
た
水
上
居
民
代
表
八
名
（
そ
の
う
ち
六
名
は
西
貢
港
停
留
者
）
　
で
あ
る
。
Ⅲ
の
村
代
表
だ
が
、
通
常
は
一
名
、
人

口
の
多
い
村
の
場
合
は
、
複
数
名
の
代
表
を
選
出
す
る
。
一
九
八
二
年
三
月
か
ら
、
村
代
表
の
任
期
が
二
年
か
ら
三
年
へ
延
ば
さ
れ
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た
。
植
民
地
政
府
が
郷
事
委
員
会
を
重
視
し
て
い
る
証
拠
だ
と
い
う
。
郷
事
委
員
会
の
主
席
に
選
ば
れ
た
も
の
は
、
斯
界
の
上
級
行

政
レ
ベ
ル
で
あ
る
区
の
議
会
議
員
も
務
め
る
こ
と
に
な
る
。

西
貢
郷
事
委
員
会
は
、
西
貢
七
一
か
村
に
対
し
て
、
以
下
の
事
務
を
執
り
行
う
。
㈹
政
府
の
施
政
に
協
力
し
治
安
秩
序
の
維
持
に

努
め
る
、
㈲
公
共
衛
生
の
改
善
と
健
康
の
向
上
、
㈲
農
業
、
漁
業
、
村
務
の
発
展
、
㈱
教
育
文
化
の
振
興
、
㈲
西
貢
郷
村
の
福
利
事

業
、
㈲
郷
民
間
の
紛
争
の
排
除
と
解
決
、
㈹
上
記
事
項
施
行
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
一
切
の
こ
と
が
ら
な
ど
で
あ
る
（
西
貢
特
刊

工
作
委
員
会
編
一
九
八
三
‥
四
九
）
。

ま
た
、
西
貢
郷
事
委
員
会
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
な
、
地
域
の
各
組
織
団
体
の
指
導
も
お
こ
な
う
。
Ⅲ
地
方
人
士
の
会
、
同
郷
組

織
（
西
貢
街
坊
値
理
会
、
西
京
同
郷
会
、
西
貢
潮
州
会
）
、
㈲
娯
楽
、
健
康
（
新
界
学
界
体
育
協
進
会
西
貢
坑
口
区
分
会
、
西
貢
区

体
育
会
、
童
軍
会
西
京
坑
口
区
分
会
、
西
貢
青
年
体
育
聯
誼
会
、
西
貢
文
娯
楽
促
進
会
、
西
貢
社
区
セ
ン
タ
ー
、
各
花
胞
会
、
西
貢

龍
舟
会
、
西
貢
児
童
合
唱
団
な
ど
）
、
㈲
行
業
お
よ
び
職
業
（
西
頁
商
会
、
西
貢
街
渡
商
会
、
西
京
ミ
ニ
バ
ス
商
会
、
香
港
農
牧
聯

工
会
西
頁
分
会
、
斯
界
商
会
有
限
公
司
西
貢
分
署
、
西
貢
漁
民
聯
会
、
西
貢
婦
女
会
、
西
貢
魚
商
会
）
、
㈲
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
管
理
（
住
民
）
組
合
な
ど
で
あ
る
（
西
貢
特
刊
工
作
委
員
会
編
一
九
八
三
‥
四
九
）
。

郷
事
委
員
会
の
構
成
員
で
あ
る
村
代
表
は
、
法
的
に
大
き
な
権
限
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
村
を
対
外
的
に
代
表
す
る
ひ
と
つ

の
「
顔
」
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
。
今
日
で
は
、
多
く
の
村
に
村
代
表
を
中
心
と
し
て
、
数
名
の
理
事
を
加
え
た
「
村
公
所
」
の

組
織
が
あ
る
。
理
事
は
、
「
総
務
」
「
財
務
」
「
娯
楽
」
「
衛
生
」
「
更
連
（
夜
警
）
」
な
ど
の
役
割
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

組
織
は
政
府
か
ら
の
指
導
で
形
式
の
み
整
え
ら
れ
た
場
合
が
多
い
と
い
う
（
瀬
川
一
九
九
一
‥
二
一
－
二
二
）
。

以
上
よ
り
、
西
京
社
会
圏
に
お
い
て
、
行
政
村
と
み
な
さ
れ
て
い
る
村
は
、
西
京
郷
事
委
員
会
に
代
表
を
送
り
出
し
て
い
る
村
の

こ
と
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、
自
然
村
の
み
で
表
記
さ
れ
て
い
る
村
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
西
貢
郷
事
委
員
会
へ
代
表
を
送
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り
出
し
て
い
な
い
村
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
香
港
斯
界
農
村
に
お
け
る
自
然
村
　
－
　
そ
の
共
同
性
に
着
目
し
て

香
港
斯
界
農
村
の
自
然
村
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
み
て
い
こ
う
。
筆
者
の
調
査
地
で
あ
る
商
圏
（
ナ
ム
ワ
イ
）
村
は
、
先
の

『
西
京
』
に
よ
れ
ば
、
行
政
村
と
自
然
村
の
両
方
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
南
国
は
、
九
龍
市
街
へ
直
線
距
離
で
南
西
に
約
一
六
血
、

西
貢
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ
ン
へ
は
北
東
に
約
四
血
の
位
置
に
あ
る
。
一
七
五
二
年
、
成
氏
と
郎
氏
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
、
客
家
の
復

姓
村
で
あ
る
。
現
在
、
村
の
な
か
に
は
生
業
基
盤
が
存
在
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
村
内
居
住
者
は
九
龍
市
街
や
西
貢
マ
ー
ケ
ッ
ト
タ
ウ

ン
に
通
勤
し
て
い
る
。
調
査
当
時
（
一
九
九
六
年
）
、
村
代
表
の
郎
某
氏
は
、
南
国
郎
氏
の
族
人
は
約
八
〇
〇
人
、
う
ち
約
一
五
〇

人
が
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
暮
ら
し
て
お
り
、
ま
た
五
〇
〇
人
近
く
が
香
港
や
九
龍
な

ど
都
市
部
で
暮
ら
し
て
い
て
、
「
村
内
居
住
者
」
は
二
〇
〇
人
ほ
ど
だ
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
前
任
の
村
代
表
で
あ
る
成
某
氏
は
、

南
国
成
氏
の
族
人
は
約
三
〇
〇
人
、
そ
の
う
ち
約
一
〇
〇
人
が
イ
ギ
リ
ス
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
商
圏
に
は
、
郎

氏
と
成
氏
の
他
に
も
、
宗
族
を
形
成
し
て
い
な
い
多
数
の
姓
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
姻
戚
関
係
の
あ
る
者
た
ち
だ
と

い
う
。
ま
た
、
村
内
に
は
別
荘
も
分
譲
さ
れ
て
お
り
、
「
外
来
人
士
」
（
西
洋
人
）
　
が
一
五
〇
人
ほ
ど
居
住
し
て
い
た
。

南
国
は
最
低
で
も
二
名
の
村
代
表
を
西
貢
郷
事
委
員
会
に
送
り
出
し
て
お
り
、
成
氏
と
郎
氏
の
ふ
た
つ
の
宗
族
か
ら
村
代
表
が
選

出
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ひ
と
つ
の
宗
族
の
な
か
の
複
数
の
有
力
な
分
節
、
す
な
わ
ち
「
房
」
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
村
代
表
が

選
ば
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
宗
族
の
な
か
の
有
力
な
房
か
ら
村
代
表
が
選
ば
れ
る
と
い
う
論
理
が
強
調
さ
れ
て
、

南
園
に
居
住
す
る
成
氏
の
有
力
宗
族
成
員
が
、
隣
村
の
高
尾
の
村
代
表
を
務
め
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
成
氏
宗
族
は
、
南
国

と
高
尾
の
ふ
た
つ
の
村
に
ま
た
が
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
界
入
植
の
移
住
過
程
に
お
い
て
、
西
貢
社
会
圏
や
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隣
接
す
る
社
会
圏
の
な
か
で
分
か
れ
て
定
住
し
た
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
。
定
住
地
で
子
孫
が
繁
栄
す
る
と
、
あ
る
時
点
に
何
ら
か

の
契
機
に
基
づ
い
て
、
父
系
親
族
が
共
通
の
始
祖
を
結
節
点
と
し
て
組
合
し
宗
族
を
組
織
化
す
る
。
新
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
宗
族

が
、
住
民
の
共
同
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
宗
族
の
地
縁
化
の
範
域
は
、
単
一
の
自
然
村
で
あ
っ
た
り
、
複
数
の

自
然
村
に
ま
た
が
っ
た
り
、
あ
る
い
は
よ
り
広
域
に
、
社
会
圏
や
複
数
の
社
会
圏
を
ま
た
が
っ
た
り
す
る
。
宗
族
の
経
済
的
政
治
的

勢
力
の
伸
張
に
よ
っ
て
、
宗
族
が
組
織
化
さ
れ
る
地
域
範
域
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
行
政
村
の
官
製
的
な
区
画
や
組
織
は
、
そ
う
し

た
基
層
社
会
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い
る
。
自
然
村
の
あ
り
方
が
行
政
村
の
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
香
港
斯
界
で

は
、
む
し
ろ
常
態
で
あ
る
。

①
村
の
建
設
　
－
　
外
敵
か
ら
の
共
同
防
衛
と
生
業
基
盤
の
共
同
建
設

一
九
七
七
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
N
G
O
村
落
開
発
運
動
が
南
画
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
産
物
が
、
一
九
七
九
年

に
成
氏
と
郎
氏
の
リ
ー
ダ
1
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
村
史
「
南
園
客
家
歴
史
簡
述
」
（
成
郎
氏
合
譜
）
　
で
あ
る
。
こ
の
村
史
に
よ
る

と
、
南
国
の
建
設
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
南
国
に
成
氏
が
入
植
し
て
き
た
当
時
、
海
賊
、
匪
賊
が
横
行
し
世
の
秩

序
は
お
お
い
に
乱
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
成
氏
は
郎
氏
を
招
い
て
共
に
相
助
け
、
田
や
土
地
を
分
け
合
い
南
園
に
入
植
し
、
共
同
団

結
し
て
海
賊
、
盗
賊
に
防
御
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
成
、
印
南
姓
は
兄
弟
の
よ
う
に
親
し
い
」
。

南
国
に
成
氏
と
郎
氏
が
共
同
入
植
し
た
当
時
、
清
朝
初
期
の
一
六
六
〇
年
代
か
ら
一
七
〇
〇
年
代
中
頃
に
か
け
て
、
斯
界
地
区
は

人
口
移
動
が
激
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
明
王
朝
の
遺
臣
で
あ
る
「
海
冠
」
鄭
成
功
は
、
中
国
南
部
に
拠
っ
た
明
王
朝
の
残
党
を
海
上

か
ら
援
護
し
、
明
朝
復
興
を
目
指
し
て
清
朝
に
抵
抗
し
た
。
沿
岸
地
域
の
住
民
が
鄭
成
功
の
反
清
海
上
勢
力
と
交
易
し
関
係
を
結
ぶ

こ
と
を
恐
れ
た
清
朝
は
一
六
六
一
年
に
「
遷
界
令
」
を
出
し
、
沿
岸
住
民
を
内
陸
部
へ
五
〇
里
（
約
二
五
血
）
強
制
移
住
さ
せ
た

（
松
浦
一
九
九
五
）
。
こ
の
結
果
、
沿
岸
地
方
は
無
人
化
し
、
土
地
は
興
廃
し
た
。
一
六
八
四
年
「
遷
界
令
」
は
解
除
さ
れ
、
政
府
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は
沿
岸
地
域
の
土
地
の
興
廃
と
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
広
東
省
、
福
建
省
、
江
西
省
の
　
「
客
籍
」
　
の
農
民
、
い
わ
ゆ
る

客
家
の
移
住
、
開
墾
奨
励
政
策
を
お
こ
な
っ
た
。
広
東
省
東
南
部
の
興
寧
県
か
ら
博
羅
県
に
移
り
住
ん
で
い
た
成
氏
、
福
建
省
南
部

の
寧
化
県
か
ら
青
田
県
に
移
り
住
ん
で
い
た
郎
氏
は
、
こ
の
国
家
政
策
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
新
界
地
区
（
か
つ
て
の
新
安
県
）
　
へ
と

移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

客
家
が
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
肥
沃
な
低
平
地
に
は
、
末
、
明
の
時
代
か
ら
、
既
に
「
本
地
」
　
（
広
東
語
を
話
す
）

の
先
住
者
が
い
た
の
で
、
客
家
ら
は
山
地
の
斜
面
や
山
間
の
渓
谷
を
拓
い
て
定
住
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
斯
界
に
お
け
る
平

地
の
　
「
本
地
」
、
丘
陵
地
の
　
「
客
家
」
と
い
う
、
漠
族
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
対
時
パ
タ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
た
　
（
瀬
川
一
九
九
三
‥
八

三）。西
貢
は
清
朝
に
な
っ
て
か
ら
本
格
的
に
入
植
が
進
行
し
た
。
現
在
の
西
貢
区
の
農
村
人
口
の
う
ち
、
八
割
あ
ま
り
が
客
家
で
あ
る

こ
と
が
、
当
地
方
の
劣
悪
な
地
勢
を
象
徴
し
て
い
る
。
南
国
は
、
白
沙
湾
に
面
す
る
臨
海
村
で
あ
る
が
、
す
ぐ
背
後
に
は
急
峻
な
山

肌
が
迫
っ
て
い
る
。
家
屋
は
山
と
海
の
間
隙
を
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
平
地
を
占
拠
し
て
お
り
、
村
の
な
か
に
十
分
な
可
耕
地
を
見
出

す
の
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
厳
し
い
地
勢
条
件
に
対
し
て
、
成
氏
と
郎
氏
は
、
村
の
面
前
の
入
り
江
に
「
園
」
（
海
堤
）
を
造
成
す

る
こ
と
で
対
応
し
た
。
排
水
設
備
を
整
え
た
溜
め
池
を
造
成
し
て
製
塩
業
を
営
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
干
拓
し
て
耕
作
地
を
確
保
し
た

り
す
る
な
ど
、
村
内
の
生
業
基
盤
の
整
備
に
共
同
で
努
め
た
。
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一
八
〇
〇
年
代
、
南
国
居
民
は
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
の
園
堤
を
造
成
し
た
。
堤
で
囲
ま
れ
た
土
地
は
約
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
干
拓
地
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
海
水
を
日
に
晒
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
が
、
塩
が
あ
ま
り
辛
く
な
か
っ
た

の
で
、
耕
地
し
て
稲
田
と
し
た
。
さ
ら
に
後
に
は
養
魚
池
と
し
た
。

（
村
史
「
南
園
客
家
歴
史
簡
述
」
）



（
前
任
村
代
表
の
成
長
喜
氏
お
よ
び
郎
丁
福
氏
に
よ
る
と
）
成
氏
の
始
祖
朝
常
公
が
坑
口
孟
公
屋
よ
り
南
園
に
移
っ
て
き
た

当
時
、
南
園
は
「
鍼
田
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
始
祖
は
南
園
に
入
植
後
、
荒
れ
地
を
開
墾
し
海
灘
を
塩
田
に
干
拓
し

た
。
…
（
中
略
）
…
。
か
つ
て
南
国
の
後
山
に
は
一
条
の
石
畳
の
古
道
が
あ
っ
た
。
村
民
は
食
塩
を
入
れ
た
袋
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
天
秤
に
担
い
で
は
、
夜
も
明
け
な
い
う
ち
に
こ
の
古
道
を
通
り
、
百
花
林
と
沙
田
劫
を
通
っ
て
九
龍
城
頁
柄
達
道
に
至
り
、

当
地
で
開
か
れ
る
市
集
に
て
食
塩
を
販
売
し
た
。
初
期
の
南
国
に
お
い
て
は
、
耕
種
、
養
魚
、
補
魚
の
他
に
製
塩
業
が
主
要
な

生
業
だ
っ
た
。
製
塩
業
は
老
若
問
わ
ず
一
家
全
員
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

（
西
貢
区
議
会
編
一
九
九
五
‥
一
八
－
二
〇
）

南
国
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
塩
田
の
生
産
量
が
急
減
し
、
製
塩
業
で
生
活
を
し
て
い
く
に
は
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
。
同
時

に
、
海
外
へ
村
民
を
送
り
出
す
移
民
母
村
（
僑
郷
）
　
と
し
て
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
五
年
に
は
台
風
の
襲
撃
に
よ

る
囲
堤
の
決
壊
と
農
作
物
へ
の
被
害
、
一
九
四
〇
年
代
前
半
の
日
本
軍
侵
略
に
よ
る
農
業
停
滞
、
戦
後
の
塩
田
か
ら
稲
田
へ
の
切
り

替
え
と
鴨
の
養
殖
、
一
九
五
〇
年
頃
の
沿
海
漁
業
の
漁
獲
量
減
に
よ
る
漁
業
の
操
業
停
止
な
ど
を
経
験
し
た
。
村
内
生
業
基
盤
が
消

失
す
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
台
風
襲
撃
と
園
堤
の
決
壊
は
農
業
と
養
鴨
業
に
打
撃
を
与
え
、
か
つ
、
香
港
経
済

の
急
激
な
工
業
化
を
背
景
に
し
て
、
生
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
の
就
業
が
一
般
化
し
た
。
も
は
や
村
民
が
共
同
し
て
園
堤
を
修
復
す

る
よ
う
な
動
機
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
後
、
園
堤
は
荒
れ
る
ま
ま
に
な
っ
た
と
い
う
。

②
村
廟
「
天
后
廟
」
　
の
設
立
1
－
師
弟
教
育
を
通
じ
た
全
村
性
活
動

客
家
は
典
型
的
な
農
業
民
と
さ
れ
る
が
、
南
園
の
客
家
は
、
福
建
系
先
住
民
の
製
塩
技
術
を
受
け
継
い
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。



村
史
に
は
、
入
植
後
に
園
堤
を
築
い
た
と
し
て
い
る
が
、
客
家
の
入
植
前
に
、
既
に
園
堤
が
築
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
成
氏
と
郎
氏
は
製
塩
業
だ
け
で
な
く
、
福
建
系
の
典
型
的
な
生
業
で
あ
る
漁
業
に
も
従
事
し
た
。
さ
ら
に
、
福
建

系
の
民
間
信
仰
で
あ
る
航
海
の
神
「
天
后
」
　
の
祭
祀
も
受
け
継
ぎ
、
「
天
后
廟
」
は
南
画
の
村
廟
と
な
っ
た
　
（
首
藤
一
九
九
八
‥
一

四
〇
－
一
四
一
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
天
后
廟
に
み
る
全
村
性
の
活
動
や
ま
と
ま
り
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ⅲ
南
画
の
行
政
村
組
織
で
あ
る
村
公

所
の
理
事
た
ち
は
、
天
后
廟
の
祭
祀
運
営
に
も
か
か
わ
っ
て
お
り
、
毎
年
春
節
初
二
目
に
は
会
合
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
㈲

天
后
廟
の
大
規
模
な
修
築
は
一
九
六
八
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
高
額
の
寄
付
を
お
こ
な
っ
た
者
は
、
成
氏
、
郎
氏
の
南

国
族
人
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
他
の
姓
の
者
も
含
ま
れ
る
。
寄
付
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
当
地
に
居
留
す
る
者
が
中

心
で
あ
っ
た
。
㈱
か
つ
て
天
后
廟
に
は
南
国
の
私
塾
「
水
仙
耐
」
が
設
け
ら
れ
、
師
弟
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一

九
六
〇
年
代
の
香
港
社
会
の
工
業
化
を
背
景
に
し
て
、
南
国
の
村
内
生
業
基
盤
の
崩
壊
と
、
学
歴
を
通
じ
た
上
昇
移
動
が
制
度
化
さ

れ
る
に
つ
れ
て
、
村
民
自
身
の
学
校
運
営
に
よ
る
師
弟
教
育
は
衰
退
し
た
。
一
九
八
五
年
、
蝮
桶
に
公
立
小
学
校
が
建
設
さ
れ
る
と
、

南
国
の
私
塾
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
村
公
所
の
建
物
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
「
杜
」
や
「
堂
」
　
に
み
る
宗
族
間
の
協
働
と
共
同
性

一
般
的
に
、
斯
界
農
村
の
　
「
社
」
や
「
堂
」
は
、
本
村
人
を
構
成
す
る
各
姓
の
祖
先
た
ち
が
合
資
し
て
組
織
し
た
地
域
組
織
で
あ

り
、
土
地
の
共
有
を
お
こ
な
う
場
合
が
多
い
。
成
員
は
「
社
」
の
設
立
に
か
か
わ
っ
た
各
姓
の
子
孫
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。
共
有

地
に
由
来
す
る
基
金
や
村
内
各
戸
か
ら
の
徴
収
金
の
余
剰
の
積
み
立
て
を
財
源
に
し
て
、
子
弟
教
育
、
寄
り
合
い
な
ど
の
た
め
の
公

共
施
設
、
祭
祀
活
動
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
と
さ
れ
る
　
（
瀬
川
一
九
九
一
‥
一
一
四
－
一
三
八
）
。
南
園
に
も
、
か
つ
て
、
ふ

た
つ
の
　
「
杜
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
「
和
平
社
」
と
「
豚
業
合
作
社
」
　
で
あ
る
。
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「
和
平
社
」
‥
新
年
習
俗
＝
毎
年
農
暦
六
月
か
ら
始
め
て
、
郎
氏
と
成
氏
の
両
家
は
一
匹
の
大
き
な
豚
を
一
か
月
ご
と
の
輪

番
で
飼
育
す
る
。
そ
の
年
の
暮
れ
に
二
八
分
割
し
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
両
宗
族
の
族
人
に
配
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、

こ
の
風
習
は
す
で
に
廃
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
感
覚
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
…
（
中
略
）
…
。
新
年
期
間
は
、
爆
竹
や
願
麟

舞
の
声
音
が
全
村
に
響
き
渡
る
。
…
（
中
略
）
…
。
年
初
二
、
成
氏
は
九
時
頃
に
南
国
を
出
発
し
、
金
豚
、
生
果
、
番
燭
を
携

え
、
道
中
、
麒
麟
を
舞
い
な
が
ら
孟
公
屋
の
成
氏
嗣
堂
に
参
る
。
ま
た
　
「
張
姓
養
育
之
恩
」
　
に
報
答
す
る
た
め
、
大
水
坑
張
姓

伺
堂
に
も
拝
祭
す
る
。

郎
氏
は
早
朝
五
時
お
よ
び
夕
刻
五
時
に
商
圏
郎
氏
伺
堂
に
お
い
て
祖
先
を
拝
祭
、
先
人
の
恩
徳
に
報
答
し
、
一
族
で
今
後
の

発
展
を
話
し
合
う
。
ま
た
、
年
初
二
の
こ
の
日
に
は
、
成
氏
郎
氏
の
両
氏
で
組
織
し
て
い
た
「
和
平
社
」
　
の
会
合
が
、
南
園
郎

氏
岡
堂
で
開
か
れ
、
村
の
発
展
に
つ
い
て
話
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
後
に
「
和
平
社
」
　
は
解
散
し
、
年
初
二
に
成
氏

と
郎
氏
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

「
養
豚
合
作
杜
」
‥
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
あ
い
だ
、
養
豚
業
（
約
四
五
〇
匹
）
　
は
蝕
本
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

養
豚
合
作
社
を
解
散
し
、
余
っ
た
資
金
四
〇
〇
〇
元
は
、
成
戊
善
と
郎
天
送
が
保
存
し
て
、
南
国
の
福
利
厚
生
に
充
て
て
い
る
。

現
在
（
一
九
七
八
年
当
時
）
、
郎
天
送
が
出
国
を
予
定
し
て
い
る
の
で
郎
福
如
が
代
わ
り
を
務
め
て
い
る
。

（
村
史
「
南
園
客
家
歴
史
簡
述
」
）

三
　
「
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
が
地
緑
化
し
た
自
然
村
」
－
中
国
・
自
然
村
の
一
類
型
と
し
て

（
1
）
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
の
地
縁
化
　
－
　
自
然
村
に
み
る
共
同
性
の
ひ
と
つ
の
基
礎
と
し
て
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こ
こ
で
、
中
国
自
然
村
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
類
型
を
提
起
し
、
理
念
型
と
し
て
の
自
然
村
概
念
の
深
化
を
試
み
た
い
。
そ
れ
は
、

「
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
が
地
縁
化
し
た
自
然
村
」
　
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
系
譜
観
念
の
権
利
義
務
関
係
が
親
族
に
と
ど
ま
ら

ず
人
び
と
の
人
的
結
合
の
あ
り
方
を
規
範
化
し
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
人
び
と
の
生
活
に
必
要
な
共
同
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
一
定

範
域
の
地
域
」
を
自
然
村
と
し
て
捉
え
る
。
こ
う
し
た
着
想
は
、
旗
田
親
の
所
論
か
ら
得
た
も
の
が
大
き
い
。

南
清
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
部
の
華
北
村
落
研
究
の
責
任
者
を
務
め
た
旗
田
親
は
、
戦
時
中
に
収
集
し
た
「
中
国
農
村
慣
行
調
査
」

資
料
に
基
づ
き
　
（
中
国
農
村
慣
行
調
査
刊
行
会
編
一
九
五
二
－
一
九
五
七
）
、
解
放
前
の
華
北
村
落
を
分
析
し
た
。
旗
田
は
、
「
地

域
団
体
と
し
て
の
村
の
成
長
の
未
熟
さ
」
か
ら
、
「
直
ち
に
華
北
村
落
の
団
体
的
性
格
が
微
弱
で
あ
る
と
結
論
す
る
の
は
早
す
ぎ
る
」

と
し
、
「
村
の
人
（
あ
る
い
は
村
民
の
資
格
）
　
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
実
お
よ
び
意
識
が
明
白
に
存
在
す
る
」
　
の
で
、
そ
れ
ら
の
検

討
を
通
じ
て
華
北
村
落
の
団
体
的
結
合
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
　
（
旗
田
一
九
七
三
‥
一
二
一
）
。
旗
田
自
身
は
、

「
村
の
人
」
　
の
結
合
は
「
古
い
型
の
村
」
　
つ
ま
り
宗
族
（
旗
田
の
用
語
で
は
同
族
）
集
居
村
に
顕
著
だ
と
し
、
そ
こ
に
団
体
結
合
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
見
出
し
た
。
農
民
は
自
分
の
村
の
人
を
「
本
村
人
」
「
本
地
人
」
「
当
地
人
」
、
他
の
村
の
人
を
「
外
村
人
」
「
外
地

人
」
な
ど
と
呼
ぶ
。
本
村
人
の
資
格
条
件
が
最
も
厳
重
な
村
で
は
、
家
族
連
れ
で
住
む
こ
と
、
家
・
土
地
・
墓
を
所
有
す
る
こ
と
、

代
々
居
住
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
（
旗
田
一
九
七
三
‥
一
五
三
－
一
五
四
）
。
本
村
人
の
資
格
条
件
は
、
宗
族
意
識
に

制
約
さ
れ
る
。

一
定
の
資
格
を
満
た
す
者
が
本
村
人
と
呼
ば
れ
る
わ
け
だ
が
、
本
村
人
に
は
彼
ら
だ
け
の
特
典
や
負
担
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
村

人
と
は
異
な
る
村
落
生
活
の
内
容
を
も
つ
。
こ
れ
ら
特
典
や
負
担
に
は
、
村
廟
祭
礼
の
参
加
、
村
公
有
地
が
小
作
に
出
さ
れ
た
場
合

の
小
作
優
先
権
、
村
公
有
地
の
先
買
権
、
村
民
所
有
地
の
先
買
権
、
公
共
採
土
地
か
ら
の
採
土
、
公
共
器
具
や
公
共
墓
地
の
使
用
、

村
長
選
挙
へ
の
参
加
、
村
費
の
負
担
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
た
（
旗
田
一
九
七
三
二
二
一
－
一
二
六
）
。
こ
う
し
て
旗
田
は
、
旧
華
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北
農
村
に
は
、
地
域
団
体
と
し
て
の
村
落
共
同
体
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
本
村
人
結
合
の
な
か
に
宗
族
規
範
に
基
づ
い
た
団
体
的

性
格
が
見
出
せ
る
と
し
た
。

（
2
）
宗
族
の
分
節
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
異
な
る
共
同
性
の
内
容

陳
其
南
（
一
九
八
五
）
　
が
い
う
よ
う
に
、
房
（
宗
族
の
分
節
。
最
少
で
は
夫
婦
家
族
を
指
す
）
と
宗
族
は
、
入
れ
子
構
造
と
し
て

の
連
続
性
に
特
徴
が
あ
り
、
基
礎
集
団
と
機
能
集
団
の
境
界
が
判
然
と
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
族
規
範
に
よ
っ
て
地
緑
化
す
る
人

的
結
合
の
共
同
性
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
か
は
、
房
と
宗
族
の
あ
い
だ
に
み
る
共
同
性
の
質
的
相
違
か
ら
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
姓
団
体
（
父
系
血
縁
関
係
が
必
ず
し
も
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
）
も
含
め
れ
ば
、
牧
野
巽
の
　
「
広
東
の
合
族
洞
と

合
族
譜
」
　
（
一
九
四
八
－
四
九
）
　
な
ど
昭
和
初
期
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
な
さ
れ
た
諸
研
究
を
嗜
矢
と
し
て
　
（
牧
野
一
九
八
〇
、

一
九
八
五
a
、
一
九
八
五
b
）
、
末
成
道
男
（
一
九
八
八
）
、
吉
原
和
男
（
二
〇
〇
〇
）
、
播
宏
立
　
（
二
〇
〇
二
）
　
な
ど
が
、
筆
者
の

問
題
関
心
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

主
に
香
港
の
同
姓
団
体
を
研
究
し
て
い
る
吉
原
和
男
は
、
牧
野
巽
が
一
九
四
〇
－
四
一
年
に
広
州
の
合
族
両
な
ど
を
訪
れ
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
、
牧
野
が
合
族
両
の
基
本
的
性
格
と
し
て
指
摘
し
た
特
徴
は
、
香
港
の
宗
親
団
体
（
宗
親
会
・
宗
親
総
会
な
ど
）
　
に

も
基
本
的
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
　
（
吉
原
二
〇
〇
〇
‥
一
七
－
一
九
）
。
す
な
わ
ち
、
牧
野
は
、
Ⅲ
共
通
の
祖
先
を

も
ち
、
同
姓
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
と
き
に
は
一
省
に
も
渡
る
広
域
で
複
数
の
宗
族
が
嗣
堂
に
お
い
て
共
通
始
祖
を
祭
祀
し
た
り

各
宗
族
の
有
力
者
の
位
牌
を
祀
っ
た
り
す
る
、
㈲
族
人
の
宿
泊
所
や
共
同
事
業
の
事
務
所
に
な
る
、
畑
両
堂
で
毎
年
定
期
的
に
祭
祀

を
行
い
、
宴
会
で
は
族
人
の
共
同
の
利
益
が
相
談
さ
れ
る
、
㈲
族
譜
の
編
纂
、
㈲
族
人
の
た
め
の
共
同
事
業
、
㈲
資
産
の
共
有
、
な

ど
を
合
族
桐
の
基
本
的
性
格
と
し
て
指
摘
し
た
　
（
牧
野
一
九
八
五
b
‥
二
三
三
－
二
七
一
）
。
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こ
の
よ
う
な
同
姓
団
体
は
、
擬
制
親
族
組
織
と
し
て
、
系
譜
観
念
が
最
大
限
に
拡
大
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
基
層
レ
ベ
ル
の

房
か
ら
、
宗
族
、
そ
し
て
複
数
の
宗
族
か
ら
構
成
さ
れ
同
姓
団
体
に
至
る
ま
で
に
は
、
多
層
的
に
分
節
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
下
位

か
ら
上
位
に
至
る
各
レ
ベ
ル
の
分
節
の
あ
い
だ
で
、
あ
る
い
は
同
レ
ベ
ル
の
各
分
節
の
あ
い
だ
で
、
共
同
性
の
あ
り
方
に
相
違
が
存

在
す
る
。

播
宏
立
は
、
一
九
八
〇
年
代
中
期
以
降
か
ら
、
関
南
に
お
け
る
伝
統
的
社
会
組
織
の
再
組
織
化
と
変
容
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

な
っ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
、
一
四
世
紀
中
期
の
元
末
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
二
四
世
代
を
数
え
、
人
口
七
〇
〇
〇
人
以

上
に
達
し
八
つ
の
　
「
自
然
村
」
、
五
つ
の
行
政
村
に
ま
た
が
る
大
規
模
宗
族
を
取
り
上
げ
て
、
宗
族
に
関
す
る
既
存
の
仮
説
を
検
証

し
て
い
る
。
藩
は
、
祭
祀
空
間
の
分
節
化
が
、
宗
族
の
分
節
化
を
端
的
に
表
出
す
る
も
の
と
し
て
注
目
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
上
位

の
も
っ
と
も
包
括
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
　
「
大
宗
（
族
）
」
は
　
「
大
桐
堂
（
家
廟
）
」
、
そ
の
下
位
分
節
で
あ
る
「
小
宗
（
族
）
」
　
は
「
（
小

宗
）
伺
堂
」
、
基
層
分
節
で
あ
る
「
房
族
」
は
「
祖
暦
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
祖
先
祭
祀
の
場
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
祖
先
祭
祀
と
は
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
節
レ
ベ
ル
で
は
、
居
住
す
る
地
域
範
域
に
対
応
す
る
形
で
「
地
域
神
霊
」
を
祭
祀

し
て
い
る
　
（
播
宏
立
　
二
〇
〇
〇
‥
五
七
－
五
八
、
一
一
八
－
一
一
九
）
。

「
家
廟
」
は
、
清
代
で
は
、
官
僚
を
輩
出
す
る
宗
族
に
お
い
て
、
九
官
品
以
上
の
者
だ
け
が
建
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

現
在
で
も
、
祭
祀
対
象
は
、
宗
族
全
体
の
始
祖
と
官
僚
に
な
っ
た
祖
先
だ
け
で
あ
る
。
祖
先
祭
祀
は
年
に
二
回
実
施
す
る
。
祭
祀
儀

礼
に
は
小
宗
の
長
老
た
ち
だ
け
が
参
加
す
る
。
「
両
堂
」
は
、
宗
族
祖
先
全
員
の
位
牌
と
、
健
在
す
る
老
人
た
ち
の
位
牌
（
長
生
禄

位
）
を
祀
る
。
祖
先
祭
祀
は
年
に
一
回
し
か
行
な
わ
な
い
。
祭
祀
儀
礼
の
参
加
者
は
小
宗
の
長
老
た
ち
で
あ
る
　
（
播
宏
立
二
〇
〇

二
‥
一
二
〇
1
一
二
六
）
。
こ
れ
ら
上
位
レ
ベ
ル
の
大
宗
・
小
宗
で
の
祖
先
祭
祀
は
、
年
に
一
、
二
回
で
あ
る
。
共
同
の
祖
先
祭
祀

を
通
じ
て
、
宗
族
集
団
の
統
合
を
維
持
す
る
。
ま
た
、
祖
先
祭
祀
の
建
物
や
祭
礼
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
地
位
、
勢
力
、
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団
結
を
誇
示
す
る
。
解
放
前
ま
で
は
「
学
堂
」
や
「
書
院
」
が
設
立
さ
れ
、
と
く
に
大
宗
の
レ
ベ
ル
で
は
、
宗
族
の
有
能
な
子
弟
を

対
象
に
し
て
啓
蒙
教
育
を
授
け
た
。
ま
た
、
自
衛
組
織
で
あ
る
「
民
団
」
を
解
放
前
ま
で
維
持
し
て
い
た
。
現
在
で
は
、
宗
族
の
会

議
や
宴
会
を
行
な
う
場
所
で
も
あ
り
、
長
老
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
集
ま
っ
て
く
る
。
「
家
廟
」
　
に
は
宗
族
の
　
「
老
人
会
」
総
会
が

置
か
れ
て
お
り
、
宗
族
長
老
の
有
力
者
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
上
級
レ
ベ
ル
と
行
政
村
レ
ベ
ル
の
覚
・
行
政
を
仲
介
し

た
り
、
政
策
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
し
た
り
す
る
な
ど
、
宗
族
の
利
益
を
代
表
し
た
渉
外
役
、
仲
介
役
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
村

内
・
国
内
の
族
人
、
あ
る
い
は
海
外
同
胞
の
寄
付
金
に
拠
っ
た
、
宗
族
伝
統
事
業
の
再
興
（
嗣
堂
再
建
、
族
譜
再
編
、
普
主
再
開
）
、

民
間
信
仰
の
再
興
、
教
育
、
土
木
、
社
会
福
祉
な
ど
の
公
益
事
業
に
対
し
て
も
、
仲
介
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
宗
族
の
上
位
レ
ベ
ル
に
は
各
種
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
「
祖
公
業
」
　
（
祖
先
か
ら
の
財
産
）
　
の
山
林
や
、
一
九
九

四
年
以
前
の
旧
行
政
村
に
属
し
た
公
有
財
産
　
（
宗
族
全
体
の
経
済
的
基
盤
の
象
徴
）
　
の
管
理
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、
宗
族
の
伝
統
事

業
や
公
益
事
業
に
も
関
与
し
て
い
る
。

一
方
、
基
層
レ
ベ
ル
の
房
族
で
は
、
房
族
の
共
有
財
産
で
あ
る
「
祖
暦
」
　
（
祖
先
の
家
）
　
に
お
い
て
、
「
晋
主
」
　
（
上
位
分
節
の
伺

堂
へ
位
牌
を
編
入
し
て
供
養
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
上
位
分
節
へ
の
従
属
関
係
を
象
徴
す
る
儀
礼
で
も
あ
る
）
を
待
つ
房
族
祖
先
の

位
牌
を
祀
っ
て
い
る
。
祖
先
祭
祀
は
　
「
孝
公
娼
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
回
数
は
多
く
、
「
八
大
節
」
　
の
節
句
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
。
ま

た
、
近
親
の
命
日
に
は
、
家
族
的
な
祖
先
祭
祀
も
行
な
わ
れ
る
。
「
孝
公
娼
」
　
の
祭
祀
儀
礼
は
、
主
婦
や
嫁
な
ど
既
婚
女
性
を
中
心

と
す
る
。
供
え
物
の
内
容
や
量
は
各
家
庭
が
自
発
的
に
決
め
、
料
理
は
持
ち
寄
り
・
持
ち
帰
り
で
あ
る
。
「
孝
公
娼
」
　
は
家
事
の
一

部
と
し
て
み
な
さ
れ
て
お
り
、
男
性
が
手
伝
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
細
か
な
祭
祀
儀
礼
は
無
く
、
礼
拝
の
手
順
や
祈
願
の
内
容

も
自
由
で
あ
る
。
ま
た
、
祖
先
祭
祀
と
は
別
に
、
房
族
独
自
に
玉
皇
大
帝
の
生
誕
祭
な
ど
民
間
祭
祀
を
行
な
う
。
葬
儀
に
つ
い
て
も
、

「
祖
暦
」
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
関
南
地
方
で
は
、
年
齢
五
〇
歳
以
上
で
子
孫
を
も
つ
人
が
「
大
福
」
と
呼
ば
れ
る
。
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息
を
引
き
取
る
前
に
「
祖
盾
」
　
へ
運
び
込
ま
れ
、
息
を
引
き
取
る
と
「
霊
堂
」
を
作
っ
て
出
棺
ま
で
安
置
す
る
。
「
祖
暦
」
は
、
葬

儀
の
始
終
に
わ
た
っ
て
重
要
な
空
間
と
な
る
。
葬
式
で
は
、
房
族
の
族
人
、
す
な
わ
ち
、
血
縁
関
係
の
近
い
人
び
と
が
参
加
す
る
。

ま
た
、
「
倣
功
徳
」
「
超
度
」
な
ど
死
者
の
霊
を
「
極
楽
世
界
」
に
送
る
儀
礼
も
行
な
わ
れ
る
。
さ
ら
に
結
婚
儀
礼
や
、
男
児
出
生
の

お
祝
い
も
「
祖
暦
」
　
で
お
こ
な
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
は
、
自
然
村
、
行
政
村
、
自
然
村
連
合
な
ど
と
、
房
族
、
小
宗
、
大
宗
な
ど
と
が
複
雑
に
交
差
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
団
体
を
構
成
し
て
い
る
。
播
宏
立
の
調
査
地
で
は
、
ひ
と
つ
の
宗
族
は
八
つ
の
自
然
村
に
ま
た
が
っ
て
居
住
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
七
つ
の
自
然
村
で
は
複
数
の
房
族
が
居
住
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
房
族
が
祭
祀
す
る
祖
先
は
異
な
る
た
め
、
自
然

村
の
統
合
維
持
の
た
め
に
、
別
途
、
村
廟
を
建
て
て
村
神
で
あ
る
「
境
主
」
　
の
民
間
信
仰
を
行
な
っ
て
い
る
。
祭
祀
の
運
営
に
あ
た

る
「
神
仏
会
」
と
呼
ば
れ
る
組
織
は
、
自
然
村
に
居
住
す
る
複
数
の
房
族
で
構
成
さ
れ
る
。
一
方
、
大
宗
の
居
住
範
域
で
あ
る
八
自

然
村
の
村
落
連
合
で
は
、
宗
族
の
開
祖
を
共
同
で
祀
る
だ
け
で
な
く
、
各
村
の
村
神
を
統
括
す
る
「
玄
天
上
帝
」
　
の
民
間
信
仰
を
行

な
っ
て
い
る
。
運
営
は
、
大
宗
レ
ベ
ル
で
、
族
人
の
長
老
た
ち
が
担
っ
て
い
る
　
（
藩
宏
立
二
〇
〇
二
‥
三
一
1
二
五
一
）
。

以
上
、
宗
族
の
分
節
レ
ベ
ル
ご
と
に
み
ら
れ
る
共
同
性
の
性
質
は
、
基
層
分
節
の
房
（
族
）
と
、
上
位
レ
ベ
ル
の
大
宗
・
小
宗
で
は

異
な
る
。
そ
の
質
的
転
換
の
本
質
的
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
臨
終
の
近
親
者
の
最
期
を
看
取
る
場
所
で
あ
る
。
房
族
の
　
「
祖

暦
」
は
、
そ
う
い
っ
た
看
取
り
の
場
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
権
勢
を
誇
っ
た
族
人
で
も
、
「
家
廟
」
や
「
両
堂
」
と
い
っ
た
、
相
対
的

に
公
的
な
性
格
を
帯
び
る
場
で
看
取
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
死
後
、
「
祖
暦
」
　
で
供
養
さ
れ
た
族
人
の
位
牌
は
、
一
定
の
年

月
（
宗
族
ご
と
に
決
め
ら
れ
る
）
を
経
て
、
「
両
堂
」
に
合
祀
さ
れ
祖
霊
（
宗
族
の
祖
先
）
と
し
て
祭
祀
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
分
節
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
異
な
る
共
同
性
の
あ
り
方
と
は
、
根
源
的
に
は
系
譜
観
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
の
上

で
、
社
会
生
活
上
の
機
能
的
な
要
請
に
対
応
す
る
な
か
で
、
共
同
性
の
具
体
的
内
容
が
肉
付
け
さ
れ
て
い
く
。
基
層
の
房
族
レ
ベ
ル
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の
共
同
性
は
、
日
常
生
活
関
連
の
機
能
充
足
に
重
き
が
置
か
れ
、
上
位
レ
ベ
ル
の
大
宗
・
小
宗
の
共
同
性
で
は
、
対
外
的
な
政
治
的

経
済
的
活
動
や
、
対
内
的
な
統
合
機
能
が
重
視
さ
れ
る
。

「
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
地
縁
化
型
の
自
然
村
」
は
、
基
層
の
房
族
レ
ベ
ル
の
共
同
性
に
典
型
的
で
あ
る
。
筆
者
の
南
国
の

事
例
と
播
宏
立
の
事
例
と
で
は
、
前
者
で
は
複
数
の
宗
族
が
共
同
し
、
宗
族
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
。

し
か
し
、
複
数
宗
族
の
共
同
性
と
同
一
宗
族
内
の
複
数
房
族
の
共
同
性
は
、
同
様
の
原
理
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
基
層
か
ら
上

位
レ
ベ
ル
へ
向
う
に
つ
れ
て
共
同
性
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
も
相
似
形
的
に
理
解
で
き
る
。
南
園
の
場
合
は
、
複
数
宗
族
の
上
位
レ

ベ
ル
の
共
同
性
も
ひ
と
つ
の
自
然
村
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
る
が
、
播
宏
立
の
大
規
模
単
二
不
族
の
事
例
で
は
、
そ
れ
が
複
数
の
自
然

村
に
ま
た
が
っ
て
展
開
し
て
い
る
。

四
　
課
題
と
展
望

以
上
、
「
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
が
地
縁
化
し
た
」
　
タ
イ
プ
と
し
て
、
自
然
村
に
か
か
わ
る
一
類
型
を
提
起
し
た
。
理
念
型

と
し
て
の
自
然
村
概
念
の
深
化
を
通
じ
て
、
共
同
性
を
通
じ
た
自
律
的
自
治
の
担
い
手
に
対
す
る
理
解
と
、
共
同
性
や
自
治
を
下
支

え
す
る
論
理
や
形
態
の
歴
史
的
個
性
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
三
点
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
当
然
、

「
非
宗
族
型
自
然
村
」
　
の
類
型
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
宗
族
規
範
が
ひ
と
つ
の
生
活
規
範
と
し
て
浸
透
し
制
度

化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
歴
史
的
に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
宗
族
を
家
父
長
制
的
で
封
建
的
と
見
な

す
よ
う
な
、
硬
直
し
た
家
族
主
義
批
判
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
　
（
首
藤
二
〇
〇
七
）
　
（
首
藤
ほ
か
編
二
〇
〇
八
）

（
首
藤
二
〇
〇
九
）
　
で
も
考
察
し
た
が
、
漢
人
家
族
で
は
、
「
家
族
の
人
間
関
係
の
集
団
性
－
関
係
性
」
と
　
「
家
族
の
文
化
の
規
範

性
－
実
践
性
」
　
の
基
本
的
な
対
立
軸
の
な
か
で
、
親
子
、
夫
婦
、
兄
弟
姉
妹
を
原
理
と
す
る
家
族
関
係
は
、
性
別
、
世
代
、
世
帯
の
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内
外
で
、
ま
た
、
父
系
や
母
系
の
出
自
集
団
の
内
部
や
姻
戚
関
係
を
通
じ
た
両
出
自
集
団
の
双
方
的
関
係
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
規
範
に
よ
っ
て
社
会
的
行
為
を
規
定
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
生
み
出
す
家
族
関
係
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
は
、
近
代
主
義
的
な
家
父
長
制
概
念
で
は
説
明
で
き
な
い
。
宗
族
規
範
に
よ
る
人
的
結
合
が
地
縁
化
し
た
タ
イ
プ
の
自
然

村
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
規
範
が
せ
め
ぎ
合
う
な
か
で
動
態
的
に
成
り
立
つ
機
制
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
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、
「
中
国
の
村
と
日
本
の
村
　
－
　
自
然
村
の
共
同
性
を
め
ぐ
っ
て
」
　
i
n
 
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
O
n
S
 
O
鴫
W
O
r
k
s
h
O
p
‥

C
O
m
p
a
⊇
t
i
く
e
 
S
t
u
d
i
e
s
 
O
f
．
．
C
O
m
m
u
n
i
t
i
e
s
．
．
i
n
 
C
h
i
n
a
 
a
n
d
J
a
p
a
n
O
品
a
n
i
N
e
d
b
y
 
S
c
h
0
0
－
O
f
M
O
d
e
r
n

L
a
n
叫
ロ
a
g
e
S
 
a
ロ
d
 
C
u
l
t
u
完
S
 
a
t
 
T
h
e
 
U
n
i
扁
r
S
i
t
y
O
f
H
O
n
g
 
K
O
n
g
V
 
D
a
t
e
‥
ゴ
∞
u
 
a
n
d
 
u
 
M
a
y
 
g
O
p

吉
原
和
男
、
二
〇
〇
〇
、
「
『
血
縁
』
の
再
構
築
」
吉
原
和
男
・
鈴
木
正
崇
・
末
成
道
男
編
『
（
血
縁
）
の
再
構
築
』
風
響
社
。

73

（
付
記
）

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
A
‥
海
外
学
術
）
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
『
地
方
的
世
界
』
の
基
層
・
動
態
・
持
続
可
能
な
発
展
に
関

す
る
研
究
」
代
表
者
＝
藤
井
勝
（
二
〇
〇
七
年
度
～
二
〇
〇
九
年
度
）
、
及
び
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
B
‥
海
外
学
術
）
「
移
動
の
日

中
比
較
を
通
じ
た
東
ア
ジ
ア
の
地
域
社
会
と
市
民
社
会
の
対
抗
的
相
補
性
に
関
す
る
研
究
」
代
表
者
‥
首
藤
明
和
（
二
〇
〇
七
年
度
～
二
〇
〇
九

年
度
）
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


